
『伊豆の国市の子供たち』 令和７年度全国学力・学習状況調査結果 
    
 
 
 
 

教科・領域別 平均正答率 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
※中学校理科については、IRTスコアとして500が基準にした得点を表しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
回答 答え…（ア）にはいる語句 温度 

 ４月に全国学力・学習状況調査が小６、中３を対象に実施されました。今年度は国語・算数

（数学）・理科の調査を実施ました。教科に関する調査結果や、児童・生徒質問紙調査結果から、

伊豆の国市の子供たちの良いところや今後の課題についてまとめました。 

小学校６年生     （平均正答率）  

 伊豆の国市 静岡県 全国 

国 語 6６.０% 66.0% 66.8% 

算 数 59.0% 57.0% 58.0% 

理 科 57.0% 55.0% 57.1％ 

 

中学校３年生     （平均正答率）  

 伊豆の国市 静岡県 全国 

国 語 56.0% 56.0% 54.3% 

数 学 52.0% 51.0% 48.3% 

理 科 573 527 503 

 

【国語】小学校では、文章中の誤った漢字を正しい漢字に直したり、自分の考えをまとめて文章で表したりす

る力が概ね身についていますが、文章から必要な情報を読み取り、問題の意図に応じて話の内容を捉える力

に課題が見られました。中学校では、相手に伝わるよう表現を工夫する伝達力が身についていますが、語彙

の理解や、根拠をもとに分かりやすく文章を構成する力に課題が見られました。 

【算数・数学】小中ともに基礎基本の定着が見られ、今後も継続して目指す知識・能力の育成に力を入れてい

きたいところですが、深い理解を伴う知識の習得やその活用には課題が見られました。特に小学校では、目

的に応じたグラフを選択し、その理由や数を用いて記述する力に課題が見られました。 

【理科】小中ともに高い位置での基礎基本の定着が身についていますが、小学校では、実験方法や結果から得

られる考察などを表現する力に課題が見られました。中学校では、考察から必要な実験を選択し、予想され

る実験結果を記述する力に課題が見られました。 

 

小学校理科の出題から、子供たちに求められている力を見てみましょう。 

水の温まり方に

ついて、問題に対

するまとめを導

き出す際、解決す

るための観察や

実験の方法が適

切だったかを検

討し表現する力

が必要です。 



  

伊豆の国市の児童・生徒質問紙結果の概要 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

今、求められている力を育むために… 
 
★学校では、「自ら解決したくなるような問いや課題を設定し、主体的に
学ぶ授業づくり」に取り組んでいます。新しい学力観に基づき、子供た
ちが「自分ごと」として主体的に学ぶことができるように、子供の視点
を大切にした授業改善を進めていきます。家庭での学習についても、い
ろいろ試してその子にあった方法を探してみましょう。 

 
★ICTを活用して、目標（めあて・ねらいや子どもたちに付けたい資質・
能力）を明確にし、どんな力が身についたのかをきちんと振り返る場を
位置づけたり、友達との対話から新しい考えを生み出したりすることが
できるように見通しが持てる授業を目指していきます。家庭では、タブ
レット等の時間の使いかたを子供と一緒に考えて、子供が納得して使用
していくことが大切です。 

 
★郷土を大切にし、誇りを持てる人を育てるために、家庭や地域と連携し
ながら開かれた学校づくりに努め、子供たちが活躍できる場を増やして
いきます。 

 
★「学習状況調査」の結果から、子供たちの良いところを認める方針がよ
い結果をもたらしていると考えています。お子さんの話を最後まで聞い
たり、意見を尊重したりすることが自己肯定感の向上につながります。
ご家庭でも取り組んでみてください。 

よい表れ 
・規則正しい生活を送れている児童生徒が
多く見受けられます。 
→起床時間や就寝時間、また、朝食摂取が
規則正しく習慣化されている様子が見
られます。クロス集計の結果を見ても、
生活習慣が整っている回答は学力調査
の正答率も高い傾向にあります。また、
人間関係も良好なものにしていきます。 

・友達関係に満足している（肯定的な回答９割以上） 
 →良好な人間関係は、多様な見方や考え方

を受け入れることで新たな問いが生ま
れ、思考や判断の再構成につながり、子
供の学びの深まりが高まります。 

・普段の生活において幸せな気持ちになる 
ことがよくある（肯定的な意見９割以上） 

 →互いに認め合い、安心感を得て生活して
いることが分かります。家庭で学校で地
域で子供たちを見守り、安心で安全な生
活環境を継続していきたいです。 

課題となる表れ 
・自分を大切にしていきましょう。 
→肯定的な回答率は８割を超えており、全
国平均よりも高いですが、昨年度よりも
下降しました。自分も他者も大切にする
気持ちや何事にも挑戦する気持ちを大
切にして生活を送りたいです。学校や家
庭でも褒め、認め、励ますことで子供に
自信をつけていく支援をつづけていき
たいです。 

・読書に親しんだり、新聞を読んだりする機
会がある。（全く読まない児童生徒８割） 

 →読書時間等、活字に触れる時間が定期的
にある児童生徒の回答率は高い傾向に
あります。SNS やネット等で活字離れ
がありますが、読書等で、語彙の量は学
力にもよい影響を与えます。知識だけで
はなく、興味関心の幅が広がり、思考力
の形成にもつながります。 

 


